

































































に寄与すること」（芸術資源開発機構の平成 22年 1月 2日施行の定款第 3条より引用）を目的とした NPO法
人である。ARDAの組織図は、図 17に示すとおりである。
図 17　 NPO法人 芸術資源開発機構の組織図














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































34）  定款第 3条にアートを、「芸術は本来生活に根ざしたものであり、人と人を結び個々人が人間としての尊厳を持って心豊か
に生きる基盤となるものである」と定義している。
35） 国際高齢者年 ドキュメント 2000の支援を受けたプロジェクト。現在の「アートデリバリー」の原点である。
36）  杉並区児童館は全 42館であるが、ARDAの杉並区児童館へのアートデリバリーは、中高生対応の「ゆう杉並」を除く 41
館で実施された。また、リクエストでの児童館への再訪問もあったため、実施されたワークショップは全 45回となった。






















45）  「青線」とは、昭和 31年に施行された「売春禁止法」で売春が公認された地域が「赤線」と呼ばれたのに対し、非公認で
売春が行われていた地域を指す。
46） 一口に「黄金町」といっても、正確には日ノ出町、初音町、黄金町という 3つの町からなるエリアである。







































































































65） こども劇場せたがやの 2010年度（2010年 6月 1日から 2011年 5月 31日）事業報告書、第 3条より引用。
66）  会員種別には正会員、一般会員、賛助会員の 3つあり、正会員とはこども劇場せたがやの目的に賛同して入会した個人を
指し、一般会員とは目的に賛同して入会し、子ども劇場せたがやの活動に参加する個人を指す。また、賛助会員は目的に
賛同し賛助する個人および団体を指す。入会金においては、正会員・一般会員ともに 200円であり、賛助会員は個人・団





















77）   ARDAは、活動を通じて、社会的支援のバックアップ体制の醸成を実感しており、黄金町エリアマネジメントセンターと
こども劇場せたがやは、活動が特別なイベントとしてではなく、日常的なものとなってきていることを実感していた。
78）  ただし、アートを専門的に学んだ人やアーティストは、コミュニティを対象としたアート活動においては絶対的に必要な
存在である。このことは、3団体のみならず、多くの研究者や実践者からも指摘されていることである。
79） 北澤憲昭，『眼の神殿～美術史受容ノート～』，美術出版，1989
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